
病　　　名 潜伏期間 主要感染経路 主　要　症　状 登園停止期間

麻　　　疹 飛沫感染

（は　し　か） 空気感染

風　　　疹 飛沫感染 発熱とともに全身に発疹がでる・耳後部、後頭部、頸部の

（３日ばしか） 接触感染 リンパ腺が痛みを伴い腫れるなど

飛沫感染

接触感染

空気感染

接触感染

接触感染

飛沫感染

飛沫感染

接触感染

咽頭結膜熱 飛沫感染

（プール熱） 接触感染

飛沫感染

接触感染

マイコプラズマ肺炎 １４日～２１日 飛沫感染 せきが強い・発熱・頭痛など、中耳炎・鼓膜炎・発疹を伴うこともある 主要症状が消え、全身状態が良好になるまで

飛沫感染

経口感染

飛沫感染

接触感染

治
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突発性発疹

主要症状が消えてから、解熱後３日を経過するまで
発熱・発疹・鼻水・せき・目やに・充血など口腔内に小さな
白いブツブツができ、その後全身に発疹が広がる

結膜充血・まぶたの腫脹（はれ）・異物感・目ヤニ
・耳前リンパ        腺腫脹など

手のひら・足の裏・口内に水泡ができるなど

発熱・咽頭痛・リンパ節炎・細かい鮮やかな発疹がでるなど

発熱・耳たぶの下が痛みを伴い腫れるなど

夏風邪の一種・発熱・咽頭炎・結膜炎など

発熱・顔、手足、胸、頭髪の中に赤い粟粒大の発疹、その後
水痘となる　新しい発疹は約１週間にわたって次々にでる

溶連菌感染症　

文部科学省　「学校において予防すべき伝染病の解説」より抜粋　　

　　　　　　登園できない病気の例（特に幼児がかかりやすい病気）  令和７年度改訂版           　　成田幼稚園

飛沫感染　空気感染
接触感染

飛沫感染　空気感染
接触感染

飛沫感染　空気感染
接触感染

８日～１２日

１６日～１８日

２日～５日

感染性胃腸炎
（ロタウィルス、ノロウィルス感染症）

ロタ　１日～３日
ノロ　12～48時間

手足口病

流行性角結膜炎
（はやり目）

２日～１４日

流行性耳下腺炎
（おたふくかぜ）

１６日～１８日

ヘルパンギーナ ３日～６日

百　日　咳

発疹が消えるまで

主要症状が消えるまで

発疹がすべて瘡蓋（かさぶた）になるまで

特有のせきが消えるまで

医師により、他に感染させる恐れがないと判断されるまで

水痘
（水ぼうそう）

風邪の症状が１～２週間続く・特有のせき・せきは夜間に
増える など

１４日～１６日

耳下腺の腫れが現れてから５日が経過しかつ、全身状態が良好になるまで

７日～１０日

下痢・嘔吐が軽減したのち、全身状態が良好になるまで

夏風邪の一種・３８～４０℃の高熱が２～３日続く咽頭に小さな
水泡が多数できるなど

医師により、他に感染させる恐れがないと 判断されるまで

主要症状が消えて、２日経過するまで

発熱・吐き気・嘔吐・腹痛・下痢・下痢による脱水・けいれんなど

２日～１４日

３日～６日 医師により、他に感染させる恐れがないと判断されるまで

　　 治癒証明書は幼稚園にもありますが、病院の用紙(有料)でもかまいません。／登園届は当園のものをご使用ください。

解熱後１日以上経過し、全身状態が良好になるまで

インフルエンザ
 （鳥インフルエンザ以外）

１日～４日
発熱・くしゃみ・鼻づまり・せき・咽喉のはれ・関節痛・上気道
炎症など

発症後５日経過し、かつ解熱後３日経過するまで

新型コロナウイルス感染症 １日～１４日
飛沫感染　空気感染

接触感染 インフルエンザに類似した症状など 発症後５日経過し、かつ全身状態が良好になり１日経過するまで

※　この他の疾患もありますが、幼児のかかりやすい病気の中から主なものをあげてみました。医師の指示があるまでお休み下さい。尚、登園を許可するには治癒証明書又は登園届が必要となります。

※　季節を問わず発症することがありますので、お子さんの様子にご注意ください。

風邪の症状で、熱の後発疹が現れるなど７日～１７日



　　 治癒証明書は幼稚園にもありますが、病院の用紙(有料)でもかまいません。／登園届は当園のものをご使用ください。

※　この他の疾患もありますが、幼児のかかりやすい病気の中から主なものをあげてみました。医師の指示があるまでお休み下さい。尚、登園を許可するには治癒証明書又は登園届が必要となります。

※　季節を問わず発症することがありますので、お子さんの様子にご注意ください。


